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横手市田久保下遺跡出土の鉄製品

高橋学 ＊ 庄内昭男準＊

1．はじめに

横手iliⅢ久保下遺跡は、「秋|Ⅱふるさと村」建

設予定地内で1989年に新発見された遺跡である。

1990年には秋田県埋蔵文化財センターがIn']事業に

伴う事前発掘調査を実施した。その結果、平安時

代の須恵器窯跡・土師器平窯跡及び竪穴住居跡・

州立柱建物跡等と共に古墳時代の土坑墓が8基検

出された。特に古墳時代の墓群は、県内では初見

の事例であり注目を集めた。

同遺跡の報告書は1992年に刊行されたが(''、こ

こには土坑墓から出土した遺物のうち、鉄製Ill'lは

出土時の状況のまま実測したmを掲載していた。

本年度（2006年）に入り、鉄製｢inの保存処理が実

施されたことを受けて、本稿では鉄製品の再実測

と観察を通して見えてくる田久保下遺跡の土坑墓

についての再検証を行うものである。

2006年に行われた発掘調査で古墳時代の溝跡2

条等が検川され、土I'llli器坪・高坪・蕊が出土した。

土師器はオホン清水B遺跡出土遺物と類似するこ

とから、5ill含紀後半の時期が推測されている。

④大久保郡山遺跡（羽後町大久保）(6)

発掘資料ではないが、本遺跡から採集された土

師器高坪の脚部が1点残されている。これはオホ

ン清水B辿跡や会塚Ⅱ|中B遺跡の高坪に類するこ

とから、5世紀後半代に属すると見られる。
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2．横手盆地の古墳時代遺跡

秋田県域における古墳時代（4～6世紀代）(21

の遺跡は、非常に少ない。能代巾寒川Ⅱ過跡、男

鹿市小谷地遺跡、由利本荘市西H町宮iii奇遺跡とい

った日本海沿岸部に点在する遺跡を除くと、その

他の遺跡は横手盆地に集まっているのである。

①オホン清水B遺跡（横手市塚堀）'31

1983年に行われた発掘調査では古墳時代の竪穴

住居跡1軒、土坑7基が検出された。出土遺物に

は5世紀'I'頃～後半代の須恵器有蓋高坪や土師器

(坪・椀・高坪・蕊・壷類）がある。出土須恵器

の生産年代は県内では最も古い事例であり、畿内

産の可能性が指摘されている。

②郷士館B遺跡（横手市赤坂)(4)

1991年に実施された確認調査で、竪穴状遺術内

から土師器小型丸底蕊1個体が完形・正立して出

土した。同形の莞の類例は県内にはなく、4世紀

代に遡る土師器の可能性がある。

③会塚Ⅲ中B遺跡（横手市雄物川町会塚）(う）
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第IM遺跡位置m

3．土坑墓の概要

検出された土坑墓8基は、検出された土坑墓8基は、南西から北東方向に

下る丘陵地緩斜面部に立地する。標高は73m程で

ある。各土坑は、長方形ないしは楕円形の平面形
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れた。また埋土最上層の観察から9世紀代には土

坑上而が窪んでいたと判断された。以上の諸点か

ら各土坑は、東側頭位の屈葬墓であり、高い封土

をもつ埋葬景観を取るものではないと推測された。

各土坑が構築された時期は、須恵器・土師器の

製作時期から見れば、6世紀前半～7世紀初頭で

ある。

状を示す。長軸は東一西方向にとり、うち7基は

25～40cmの間隔を保ちながら南北一列に連なる。

各士坑の規模は長さ85～122cm、teso～85cm、推

定される深さは70cm以上である。士坑東壁面に

は袋状の掘り込みが見られ、そこに2個一対・合

口状に土器が納められていた。その他の副葬遺物

には、底面上に各種の鉄製品や竹製品（竪櫛）が、

埋十'二～中位には黒曜石を主とする剥片が認めら

蝋 SK312
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SK317土居

SK311
DSK317C73.200m

'二坑の埋土の特徴

○褐色の地山粘土を主体とする粘性が強い

土が充填している。

○最1､層には黄褐色ないし|ﾘl此褐色の地Ill

の二次唯稚土がみられる｡

○SK306/311/312/309の3～4屑には東側に

堅くしまった地Ill土が入り込んでいる。

○上記のSK内には、肌土中に黒K.石や珊

瑞・頁器の剥片が入り込んでいる。

○SK308では下層にⅡi子褐色のシルI､質土が充

填しており、他の土坑とは異なっている。
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横手mm久保1,.世跡出土の鉄製Ill'l

I

一一一
、

一

一

一

、
』

一

SK306

侭

画簿r一三 一

一
一

〆

〃／
／

I
′／
／

､

SK308

人

SK309

鎧 I
／

I
I／

SK312

⑱ ／
／

／
〆

一

I

第311土坑墓内の鉄製,W'1土状況

司弓

一.〕／－



秋田県立博物館研究報告第32号

4．出土鉄製品の分類

以下各鉄製品の説明は、土坑番号の小さい数字

からとし、各土坑毎に番号を付した。

<306号土坑出土の鉄製品＞

1．幅36mmの筒状金具の中に、長さ76mmの刀

の茎部が付着している。筒状金具の内径が26×

22mmであるのに対して茎部のIP5は12mmであ

る。筒状金具は鞘口にあたるとすると、茎との

幅差をもっている、小刀の一部と見られる。

2．上記の筒外側に「へ」の字状のものが付着し

ており、最大幅18mm・厚さ4.5mmである。曲

刀子の基部と見られる。

3．短冊の先端がいくぶん丸みをもち、最大幅が

47mmである。表面片側が三段の段差になって

いるが、中が空洞になっている。斧状の工具の

一部と見られる。

<308号士坑出土の鉄製品＞

1．すでに保存処理済みのものは、木製の柄が付

いた状態で出土した刀子である。柄の先端から

刃先まで全長が23cmであり、現存する刃部の

長さが92mm，木製柄の部分の長さが138mmで

ある。木製の柄に継ぎ目が見あたらないことか

ら、鉄部・刀子は差し込まれたものである。差

し込みの長さは50mmと推定される。木製柄の

作りをみると、差し込み部の断面は楕円形で、

長径26mmを測る。握り部は中央部を盛り上げ、

2列に直径2mmの鋲を打ち込んで飾りにして

いる。

2．処理後も一塊になった状態のものである。形

状 がはっきりしているものの一つは、長さ

90mmのU字状の本体に、長さ22mmの突起を

持つ形状の物であり、ipi1cmの棒を中央から

折り込んで製品としている。塊は同じU字状の

製品が四つ合わさっており、横断面から二つの

ものに別の二つが垂直にくい込む様に重なって

いる。資料は、撮子であることが特定できた。

3～7．環状鉄製品としてきたが、直径33mmの

ものと、直径36mmの環状鉄製品が、二点出土

している。さらに直径40mmのものがある。1

mmに満たない糸で周囲を隙間無く巡らしてお

－38－

り、形状と出土状態がく対になっていることか

ら装身具の可能性が高い。

＜309号土坑出土の鉄製品＞

1～3．刀子が二点出土しているo1は、長さ

95mm最大ipilSmmの刃先である。2は、長

さ38mmの茎部に刃部の途中までつながるもの

である。3は、木製柄の先端であり、5mmほ

どの鋲を差し込んで飾りとしている。

4．直径36mmの環状鉄製品が、一点出土してい

る。

<310号土坑出土の鉄製品＞

1．2．直径40mmの環状鉄製品が一点と、破片

が1点出土している。

<312号土坑出土の鉄製品＞

1．扇平な鉄雛が重なって一塊になったもので，

｜断面からは，三枚が重なっているように観察さ

れた。上で付着していた一枚ははずれ，幅

36mm・長さ67mm・厚さ1.9mmを測る。

2．3．いずれも鞘口が残った刀子が二点出土し

ている。2は、長さ95mm、刃の最大te22mm

で、3は、長さ80mm鞘口のIp同が27mmである。

茎部に木製柄の痕跡が残っている。

○F

、
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第4図SK308鉄製品出土状況
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5．出土鉄製品と田久保下遺跡

墓は、立地や構造からはほぼ同時期に存在し、

須恵器・土師器の年代から6世紀前半から7世紀

初頭と捉えられてきた。とくに中央に位置する

308号士坑は、各種の鉄製品が副葬された墓であ

る。墓の副葬品としての鉄製品の中で、錨子と扇

平な鉄鎌は、秋田県においてはじめての発見であ

り、いずれも東北地方の日本海側では最北の発見

例となった。錨子はこれまでの比較研究によって

6世紀代から7世紀代に、鉄雛は6世紀代に年代

が推定される。なお古墳時代の撮子は、東北地方

の太平洋側では、岩手県岩崎台地遺跡群では4基

の士坑墓から、青森県丹後平古墳群では2基の士

坑墓から、各1点の出土がある。各地の遺跡の出

土をみても4点が合わさった形で出土している例

はない。これまでの集成によって、錨子は刀子と

共に出土することから、革製品のあて金具と想定

する考えが示されてきた。出土状態から、四角の

囲みを作るための装置の金具として、あるいは金

具自体を権威の象徴としたものの二つの見方がで

きる。刀子については、柄に鋲飾りを付けたもの

が1点あり、その他にも木製飾りが1点あった。

刃部と柄が直線になるものと刃部と柄が「へ」の

字状になる二種類があることがわかった。

こうして撮子・鉄錐・刀子は南からの古墳文化

の影響を色濃く反映させたものであり、横手盆地

が古墳文化の隆|域に、早い段階で組み込まれて行

ったことが想定される。

最後になりましたが、本報告をまとめるにあた

り、奈良県立橿原考古学研究所附属博物館の千賀

久氏・福岡県北九州市埋蔵文化財センター宇野慎

敏氏、大分県杵築市教育委員会吉田和彦氏、岩手

県北上市教育委員会小田|鳴知|止氏に文献の紹介な

ど御教示をいただきました◎記して感謝いたしま

す。
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